第6章 モデル分析

国１が日本、国２が中国とし、以下の記号を用いる。
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このとき、現在の中国における被害関数
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また、現在の日本における被害関数
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次に費用関数を考える。

現在の中国の費用関数
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現在の日本の費用関数
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と表せる。

これらより導かれる現在の中国と日本の限界被害額（MD）と限界費用（MC）の関係を図６．１に示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　図６．１

次に日本が中国国内の汚染物質排出量を削減するための対策を行った場合を考える。

この対策においては日本が汚染物質除去設備を中国側に提供し、この際の初期費用はすべて日本側の負担とする。中国側は稼働コスト（これをランニングコストと捉える）のみを負担する。
このとき、中国の
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日本の
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また
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これらから導かれる、対策実施後の中国と日本の限界被害額（MD）と限界費用（MC）の関係を図６．２に示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　図６．２

これらを用いて、被害と費用の合計を最小化する。

中国側について、まずは
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上記の式より、
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が導かれる。

これは、限界被害＝限界削減費用となることを示す。

次に
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上記の式より、

・
[image: image43.wmf]2

2

2

2

2

2

'

'

dS

dC

dS

dD

=

-

           （6.8）
・
[image: image44.wmf]2

1

2

2

1

2

'

'

dS

dC

dS

dD

=

-

           （6.9）
の２式が導かれる。

次に日本側について見る。

まずは
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上記の式より、
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が導かれる。

これは、限界被害＝限界削減費用となることを示す。

次に
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の２式が導かれる。
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